
（NPO法人　小野自然倶楽部）

第 ２ 号  「水環境ニュース」では、県内の水環境
に関する情報を発信していきます。 

 今号では、 
 
・水の体験学習モデルツアー 
・福島県水循環協議会（仮称） 
・「水との共生」出前講座 
・第１６回全国河川愛護団体交流会福島大会 
 
についてお知らせします。 
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水の体験学習モデルツアー 

県内のNPO団体主催による「水の体験学習モデルツアー」を実施し、幼児～小

学生を中心とした子どもたちに本県の豊かな水資源、清らかな水環境、地域に

息づく水文化を活かした水環境を体験していただきました。 

みんなで水生生物観察 

（in いわき市遠野湧水公園） 

（講話）清流に生きるカジカとホタルの再生 

ふくしまの水について 

（in  いわき市小名浜 魚市場） 

砂遊び・鳴き砂体験 

（in  いわき市四倉海岸） 

カヌー・アクアボール体験 

（in  いわき市夏井川河口） 

主催団体：子育て支援コミュニティプチママン （郡山市） 

 小名浜魚市場で、地元の鮫川流域ネットワークより参加者へ「森が創る清流 清流に生きるカジカとホタルの再生」について、県職員より

「ふくしまの水」「平成27年度地下水調査結果」について話をしました。また、小名浜港で水揚げされた魚の放射能値検査見学をしました。 

 いわきら・ら・ミュウで浜焼き昼食後、遠野湧水公園（あやめ公園）の鮫川河川敷で水生生物見学と風車作りを体験しました。  

主催団体：小野自然倶楽部 （小野町） 
 小野町多目的研修集会で、県職員より参加者へ「ふくしまの水」「平成

27年度地下水調査結果」について話をしました。バスで移動中、夏井川下

流域の方に横川・仁井田川の開口部を説明していただきました。 

 昼食後、夏井川河口でカヌー、アクアボールの体験をして、体を動かしま

した。 

夏井川流域の会の方々

の指導のもと、砂のお

城を創りました。 

水の量など、砂の固め

方や創り方を学びまし

た。 

作品の前でピース！！ 

夏井川河口でカヌーと

アクアボールの体験を

しました。 

天気が良く、皆行列を

作ってそれぞれの乗り

物を楽しみました！ 
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福島県水循環協議会（仮称） 
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羽鳥湖高原散策 

（in  岩瀬郡天栄村） 

大川ダム見学 

（in  会津若松市大戸町） 

 福島県水循環協議会(仮称)については、平成28年9月に檜枝岐村において関

係者会議を開催するなど設立に向けて準備を進めてきたところですが、平成29

年4月に設立総会を開催することとなりましたのでお知らせいたします。 

 当協議会においては、安全で持続可能な水循環社会の形成と継承を図ること

を目的に、民間団体及び市町村、国、県等が連携して本県における健全な水循

環の維持、回復に向けた取組を推進していきます。 

※全県域の当協議会設立後、よりきめ細かい情報共有等を図るため浜通り、 

 中通り、会津に各地方流域水循環協議会(仮称)を設立する予定としております。 

協議会の主な取り組み 

 

○環境保全：河川や湖沼の清掃活動等への支援 

 

○環境教育：小中学校の体験学習への支援、 

      親水活動への支援、節水意識の向上等 

 

○水質浄化：猪苗代湖等での活動を支援 

 

○総合調整：水循環施策の窓口機能を強化、 

      新生ふくしま水プランの進行管理等 

※協議会のイメージ 

主催団体：御倉町かいわいまちづくり協議会 （福島市） 

 羽鳥湖高原（天栄村）のやすらぎ橋を渡り、羽鳥湖を眺望しながら散策し

ました。大内宿で昼食後、小川の流れを観察しました。 

 大川ダムでは、管理事務所の方からダムの説明や操作室、ダム内を見学し、

ダムの用途や大きさ、貯水量などを学びました。 

羽鳥湖高原のやすらぎ橋を渡ると、湖が一望できました！！ 



第16回全国河川愛護団体交流会 福島大会 

[問合せ先] 
 福島県企画調整部 土地・水調整課    〒960-8670 福島市杉妻町2-16 

  メール： tochi_mizu@pref.fukushima.lg.jp    電 話：024－521－7123  ＦＡＸ：024－521－7911 

  ＨＰ   ： 福島県 土地・水調整課 検索 
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「水との共生」出前講座 
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事例発表会の様子 

 福島市 吉井田学習センター 

 県では、県内の川や湖の水環境保全活動などに取り組んでいる皆さんを支援するため、学習したい内

容や活動の悩み解決などの要望に応じて、集会や勉強会に講師を派遣しています。 

 平成２９年度も引き続き募集しますので、講師の派遣を希望される団体の方は、福島県土地・水調整

課のホームページをご覧ください。 

団体名：赤沼環境保全会 （いわき市） 

講  師 NPO法人いわき環境研究室 橋本孝一氏 

 いわき市赤沼地区の用水路に生息する水生生物を調べたり、水質調査を

行いながら、水環境について学びました。  

団体名：阿賀川・川の達人の会 （会津若松市） 

講  師 南相馬市博物館 稲葉修氏 

 阿賀川に生息する魚類や両生類等の特色等について解説があり、活発に

質疑応答、意見交換が行われました。 

平成28年度 

  出前講座 

 の様子（一部） 

 全国各地で活動されている河川愛護団体の皆様が福島市の荒川に集まり、交流会を開催しました。 

 本交流会は地域性や活動の違いを学びあい、流域交流や情報ネットワークづくりを促進すること

を目的として開催されているものです。 

 今回は岩手県、宮城県、東京都、新潟県、愛知県、三重県、山口県、福島県の皆様が集まり、そ

れぞれの活動について事例発表を行うと共に、活発に意見交換が行われました。 

 二日目には6年連続水質日本一となった荒川流域の視察が行われました。 

荒川流域調査の様子 

 福島市 地蔵原堰堤 


